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＜発行＞  　　　　　　　　　　
高等教育コンソーシアムにいがた
看護系大学タスクフォース　　　
第4号担当→新潟青陵大学　　
第5号担当→新潟大学　　　　

　　　　第6号担当→長岡崇徳大学　　
第7号担当→新潟県立看護大学
第8号担当→新潟医療福祉大学

Nursing Students from Niigata

＜問い合わせ先(第7号)＞
高等教育コンソーシアムにいがた看護系大学タスクフォース
新潟県立看護大学 看護系大学タスクフォース担当（教務学生課　教務係：内山）
〒943-0147 上越市新南町240番地　TEL：025-526-2811

高等教育コンソーシアムにいがた看護系タスクフォースが制作するニュースレター「NSN通信」
今号は新潟県立看護大学の2年生が『桜蓮祭』について、ご紹介します！

　私は、大学での講義や演習、実習を通して、特に精神看護の分野に興味を持ちました。学んでいく
うちに、こころの病気を抱えている患者さんの看護と、退院後もその人らしく地域で生活できるよう
なサポートがしたいと感じたため、卒業後は精神科病院に就職する予定です。まだ就職先について悩
んでいる方も多いと思いますが、在学中に様々な看護の分野に興味を持って学んでいくと、自分のや
りたいことが決まるかもしれません！
　大学は楽しんでなんぼ！！なので、やりたいことをたくさんやって、思いっきり楽しんでくださ
い！応援しています！！

　今年度の桜蓮祭は「一祭合祭〜新時代〜」をスローガンとして開催されまし
た。今年度より対面での開催が行えるようになり、もういちど人と人とがふれ
あい、笑い合い、暖かさで溢れた祭りにしようと意気込みました。
　未だに新型コロナウイルスが懸念されていることもあり、3密を避けるよう
な形にはなりましたが、ビンゴ大会やダンス、バンド、合唱サークルなどのイ
ベントを盛り込み、多くの学生、教職員に足を運んいただき最高の桜蓮祭を創
り上げることができました。次回の桜蓮祭が開催されるときには新型コロナウ
イルスの脅威から解放され、看護大学伝統の良さを残しつつ、来年度もまた進化する桜蓮祭に期待したいと
思います。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（新潟県立看護大学看護学部看護学科　2年　池野蒼祈）

新潟県立看護大学看護学部看護学科　4年　穗苅桃花

　看護大学では、専門的な講義・日々の課題・演習や実習など、多重課題をこ
なすことが求められます。私も不安でしたが、入学してみると、同じように看
護職を目指して一緒に頑張れる仲間や、手厚いサポートをしてくださる先生方
のおかげで、辛かった日々を乗り越え、4年目を迎えることができました。


